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第
二
十
四 

  
 

開
成
所 

   
 
 
 
 

一 
  

ペ
リ
ー
の
黒
船
が
徳
川
将
軍
に
献
上
し
た
「
伝
信
器
」
が
江
戸
湾

の
お
台
場
で
実
験
に
供
さ
れ
て
い
た
こ
ろ
―
―
す
な
わ
ち
元
治
元

年
（
一
八
六
四
）
で
あ
る
。 

 

こ
の
年
の
一
月
、
将
軍
徳
川
家
茂
が
上
洛
し
、
朝
廷
に
横
浜
を
鎖

港
す
る
こ
と
を
奏
上
し
た
。尊
王
を
誓
っ
た
こ
と
が
攘
夷
断
行
を
約

束
し
た
こ
と
と
な
り
、
幕
府
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
。
二
月
に
は

松
平
慶
永
が
京
都
守
護
職
に
任
じ
ら
れ
、
三
月
に
は
武
田
耕
雲
斎
を

頭
目
と
す
る
水
戸
学
派
の
志
士
が
筑
波
で
決
起
し
、京
都
で
は
し
き

り
に
「
天
誅
！
」
の
二
文
字
が
飛
び
交
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

新
撰
組
が
池
田
屋
を
襲
い
、
長
州
、
土
佐
の
勤
皇
攘
夷
派
の
暴
発

組
を
討
っ
た
の
は
六
月
五
日
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
怒
っ
た
長
州
藩
は
軍
勢
を
催
し
て
京
都
に
迫
り
、七
月
十

九
日
に
い
た
っ
て
御
所
に
強
訴
す
る
に
及
び
、
こ
れ
を
阻
止
せ
ん

と
し
た
幕
府
方
会
津
・
薩
摩
の
軍
兵
と
の
間
に
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。 

 

い
わ
ゆ
る
「
禁
門
の
変
」
が
そ
れ
で
あ
っ
て
、
京
都
の
町
に
起

こ
っ
た
大
火
は
二
百
余
り
の
寺
社
と
八
百
十
一
の
町
並
み
を
焼
き

尽
く
し
た
。
京
都
に
火
を
放
ち
騒
乱
状
態
を
生
む
、
と
い
う
勤
皇
攘

夷
暴
発
組
の
目
論
見
は
図
ら
ず
も
実
現
し
た
が
、天
皇
の
動
座
と
い

う
最
終
目
的
は
つ
い
に
達
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。 
 

戦
い
に
負
け
た
長
州
は
久
坂
玄
瑞
、
真
木
和
泉
を
失
い
、
英
仏
米

蘭
四
か
国
の
艦
隊
か
ら
下
関
を
砲
撃
さ
れ
、
西
南
二
十
一
藩
の
連
合

軍
に
包
囲
さ
れ
る
中
で
幕
府
へ
の
恭
順
謝
罪
を
誓
わ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
。 

 

踏
ん
だ
り
蹴
っ
た
り
、
弱
り
目
に
祟
り
目
と
い
う
の
は
こ
の
こ

と
だ
っ
た
。 

 

時
間
の
流
れ
を
輪
切
り
に
し
て
断
面
を
眺
め
れ
ば
、勤
皇
攘
夷
派

は
壊
滅
的
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
、
幕
府
は
勢
い
を
盛
り
返
し
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
一
地
方
の
一
勢
力
が
こ
れ
ほ
ど
耳
目
を
集
め
た
の

は
、
平
将
門
以
来
、
日
本
史
上
で
類
例
が
な
い
。 

 

世
の
中
は
騒
然
と
し
て
い
る
。 

 

そ
う
し
た
物
音
を
聞
き
つ
つ
、江
戸
城
外
一
橋
門
の
幕
府
開
成
所

で
独
り
黙
々
と
洋
書
の
翻
訳
に
取
り
組
ん
で
い
る
男
が
い
た
。八
月

に
数
え
で
三
十
七
歳
の
こ
の
者
は
、
名
を
杉
純
道
と
い
う
。 

  

こ
こ
で
注
釈
を
一
つ
。 

 

開
成
所
は
東
京
・
神
田
三
丁
目
、
学
士
会
館
の
地
に
あ
っ
た
。 
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度
重
な
る
欧
米
列
強
の
来
航
に
伴
う
外
交
交
渉
の
発
生
に
と
も

な
っ
て
、幕
府
は
旧
来
の
蛮
書
和
解
御
用
に
よ
る
対
応
で
は
不
十
分

で
あ
る
と
考
え
た
。
単
に
文
書
を
翻
訳
す
る
だ
け
で
な
く
、
列
強

諸
外
国
の
歴
史
や
文
化
を
研
究
し
、幕
臣
の
み
な
ら
ず
国
内
諸
藩
の

学
才
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
の
だ
っ
た
。 

 

そ
の
総
合
的
な
機
関
と
し
て
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）「
蕃
書

調
所
」
が
開
か
れ
、
翌
年
正
月
か
ら
授
業
を
開
始
し
た
。
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）「
洋
書
調
所
」
と
改
称
、
翌
年
「
開
成
所
」
と
な
っ

た
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
四
月
、
新
政
府
に
引
き
渡
さ
れ
、

の
ち
諸
種
の
専
門
教
育
機
関
を
統
合
し
て
東
京
帝
国
大
学
と
な
っ

た
。
こ
こ
に
建
つ
石
碑
に
は
「
開
成
所
跡
」
で
は
な
く
、「
大
学
発

祥
の
地
」「
日
本
野
球
発
祥
の
地
」
と
あ
る
。 

  

杉
純
道
が
生
ま
れ
た
の
は
文
政
十
一
年（
一
八
二
八
）八
月
二
日
、

肥
前
大
村
藩
の
長
崎
本
籠
町
で
あ
る
。
出
島
、
中
華
街
に
連
な
る
坂

上
に
位
置
死
、唐
人
の
荷
物
運
搬
な
ど
に
用
い
た
籠
を
作
る
職
人
が

多
く
住
ん
で
い
た
。
家
業
は
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
流
れ
を
汲

む
蘭
方
医
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

早
く
に
両
親
を
失
い
、
数
え
九
歳
の
と
き
、
時
計
師
・
上
野
俊
之

丞
が
経
営
す
る
「
上
野
舶
来
店
」
に
奉
公
し
た
。
そ
の
三
年
後
、
上

野
俊
之
丞
は
薩
摩
藩
主
・
島
津
斉
彬
の
写
真
を
撮
影
し
て
い
る
か
ら
、

純
道
も
手
伝
い
と
し
て
目
通
り
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

学
才
を
認
め
ら
れ
、
十
七
歳
で
大
村
藩
お
抱
え
医
師
・
村
田
徹
斎

の
書
生
と
な
り
、
さ
ら
に
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）、
二
十
一
歳
で

大
阪
の
緒
方
洪
庵
の
「
適
々
斎
塾
」（
適
塾
）
に
入
っ
た
。 

 

適
塾
へ
の
入
門
を
許
さ
れ
た
の
は
、緒
方
洪
庵
と
純
道
の
亡
父
が

シ
ー
ボ
ル
ト
門
下
で
三
大
蘭
方
医
家
と
さ
れ
た
坪
井
信
道
の
兄
弟

弟
子
だ
っ
た
事
情
に
よ
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
塾
か
ら
は
多
く
の
志
士
、
明
治
の
学
識
が
出
た
。 

 

主
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、 

  

橋
本
左
内
（
安
政
の
大
獄
で
刑
死
） 

 

箕
作
秋
坪
（
東
京
師
範
学
校
摂
理
） 

 

佐
野
常
民
（
明
治
政
府
で
大
蔵
卿
、
元
老
院
議
長
、
農
商
務
相
） 

 

大
鳥
圭
介
（
明
治
政
府
で
工
部
大
書
記
、
学
習
院
院
長
） 

 

福
沢
諭
吉
（
咸
臨
丸
で
渡
米
、
慶
応
義
塾
を
創
設
） 

 

村
田
蔵
六
（
王
政
復
古
の
と
き
兵
制
を
定
め
た
） 

 

坂
本
竜
馬
（
大
政
奉
還
、
維
新
後
の
指
針
を
成
し
た
） 

 

高
峰
譲
吉
（
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
を
発
見
、
消
化
薬
「
タ
カ
ジ
ア
ス
タ

ー
ゼ
」
を
発
明
し
た
） 

 
手
塚
良
仙
（
お
玉
が
池
種
痘
所
を
設
立
し
た
） 

 
長
与
専
斎
（
内
務
省
初
代
衛
生
局
長
と
な
っ
た
） 

  

な
ど
、
塾
生
は
三
千
人
に
及
ぶ
。 
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「
塾
」
と
は
い
っ
て
も
、
現
今
の
そ
れ
と
は
大
い
に
異
な
っ
た
。 

 
全
国
か
ら
有
為
な
青
年
が
集
ま
り
、蘭
学
を
通
じ
て
海
外
の
事
情

を
知
り
、そ
れ
と
と
も
に
徳
川
幕
藩
の
将
来
を
憂
い
、論
を
闘
わ
せ
、

と
き
に
激
し
て
気
色
ば
ん
だ
。
抜
刀
し
斬
り
か
か
っ
た
痕
が
柱
や

鴨
居
の
そ
こ
こ
こ
に
残
っ
て
い
た
。 

 

た
だ
し
純
道
の
場
合
、適
塾
で
の
勉
学
は
思
う
に
任
せ
な
か
っ
た
。 

 

栄
養
失
調
で
脚
気
に
罹
り
、彼
の
大
阪
で
の
生
活
は
病
と
の
闘
い

に
費
や
さ
れ
た
。
い
っ
た
ん
郷
里
長
崎
に
戻
り
、
再
び
村
田
徹
斎
の

書
生
と
し
て
過
ご
し
て
い
る
う
ち
、
翌
年
二
月
、
今
度
は
大
村
藩
の

命
令
で
江
戸
に
出
府
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
江
戸
出
府
が
杉
の
人
生
の
転
機
と
な
っ
た
。江
戸
の
藩
邸
に

詰
め
つ
つ
、
や
は
り
坪
井
門
下
の
蘭
方
医
・
杉
田
成
卿
の
門
下
に
入

っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

蘭
方
医
は
同
時
に
西
洋
の
文
字
と
事
情
に
明
る
い
蘭
学
者
で
あ

る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
杉
田
成
卿
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
て
、

ペ
リ
ー
が
幕
府
に
手
渡
し
た
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ミ
ラ
ー
ド
・
フ
ィ

ル
モ
ア
の
親
書
を
翻
訳
し
た
人
物
で
あ
る
。安
政
二
年（
一
八
五
六
）

に
は
蕃
書
調
所
教
授
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
時
代
、医
師
を
志
す
若
者
が
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書
籍
か
ら
西
洋

の
事
情
を
学
び
、
そ
れ
が
倒
幕
維
新
の
風
雲
を
巻
き
起
こ
し
、
あ
る

い
は
事
業
を
興
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
の
だ
が
、
純
道
は
軍
略
の

道
に
も
事
業
に
も
走
ら
な
か
っ
た
。
も
と
も
と
金
銭
に
淡
白
で
、

学
究
に
向
い
た
頭
脳
回
路
の
持
ち
主
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

嘉
永
四
年
、
永
代
橋
に
住
ん
で
い
た
信
州
松
代
藩
士
・
村
上
英
俊

の
も
と
で
フ
ラ
ン
ス
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
、
英
語
の
対
訳
辞
書
「
ハ

ル
マ
」
の
日
本
語
訳
に
従
事
し
た
。
こ
の
辞
書
は
「
三
語
便
覧
」
の

名
で
刊
行
さ
れ
、
明
治
初
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
仏
英
独
三
語
便
覧
』

の
も
と
と
な
っ
た
。 

 

こ
の
と
き
村
上
は
幕
府
の
蕃
書
調
所
で
教
授
方
を
兼
務
し
て
い

て
、
勝
麟
太
郎
と
親
交
が
あ
っ
た
。
純
道
は
村
上
に
随
身
し
て
い
る

う
ち
、
勝
の
目
に
触
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
か
つ
知
り
合
い
、
見

込
ま
れ
て
勝
の
私
塾
「
氷
解
塾
」
の
塾
長
と
な
っ
た
。
か
た
わ
ら
館

林
藩
や
紀
州
藩
の
江
戸
屋
敷
に
蘭
学
教
授
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。 

 

勝
と
純
道
の
交
友
に
は
、
次
の
よ
う
な
逸
話
が
あ
る
。 

 
 
 

初
対
面
か
ら
四
、
五
日
し
て
、
氷
川
町
の
勝
宅
を
純
道
が
ぶ
ら
り

と
訊
ね
て
き
た
。 

 
こ
の
と
き
純
道
は
、 

 
「
ひ
と
つ
ど
う
で
し
ょ
う
。
も
し
あ
な
た
が
講
義
を
面
倒
に
思

う
な
ら
、
何
と
か
代
わ
り
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
確
か
な
も
の

が
い
ま
す
が
、
お
雇
い
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
」 
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と
勝
に
言
っ
た
。 

 
勝
が
そ
の
者
の
氏
名
と
住
ま
い
な
ど
を
書
き
と
め
よ
う
と
筆
を

用
意
す
る
と
、
純
道
は
ニ
ヤ
リ
と
笑
っ
て
、 

 

「
実
は
わ
た
し
で
す
よ
」 

 

と
言
っ
て
の
け
た
。 

 

そ
の
気
分
の
よ
さ
に
、
勝
は
そ
の
場
で
純
道
を
塾
頭
に
任
じ
た
。 

 
 
 

話
と
し
て
で
き
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に
も
思
う
が
、
純
道
に
は
そ

う
い
う
軽
瓢
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、

自
分
を
斬
り
に
や
っ
て
き
た
坂
本
龍
馬
を
反
対
に
説
き
伏
せ
て
門

下
に
し
、
ば
か
り
で
な
く
塾
頭
に
し
た
勝
と
い
う
人
物
の
炯
眼
と

も
い
え
る
。 

 

ア
メ
リ
カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
長
官
の
ペ
リ
ー
が
浦
賀
沖
に
来

航
し
た
の
が
、
杉
の
転
機
と
な
っ
た
。
安
政
二
年
、
蘭
学
者
と
し
て

名
声
が
知
ら
れ
始
め
た
純
道
を
、
老
中
・
阿
部
正
弘
が
自
ら
の
ブ
レ

ー
ン
に
起
用
し
た
の
で
あ
る
。
阿
部
の
私
的
顧
問
「
侍
講
」
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
が
、「
阿
部
家
の
家
老
」
と
す
る
説
も
あ
る
。 

 

同
じ
と
き
に
阿
部
が
召
抱
え
た
ジ
ョ
ン
万
次
郎
と
も
知
り
合
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
人
口
統
計
や
消
費
統
計
な
ど
調
査
や
、
児

童
へ
の
識
字
教
育
な
ど
新
知
識
を
手
に
入
れ
た
で
あ
ろ
う
。 

 

勝
海
舟
ら
が
咸
臨
丸
で
ア
メ
リ
カ
に
出
航
し
た
安
政
七
年（
一
八

六
〇
）
一
月
、
杉
は
幕
府
の
藩
書
調
所
教
授
手
伝
と
な
り
、
元
治
元

年
八
月
、
開
成
所
教
授
と
な
っ
た
。「
亨
二
」（
こ
う
じ
）
と
名
を
改

め
た
の
は
翌
年
の
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
だ
っ
た
。 

 

慶
応
二
年
四
月
、
西
洋
に
赴
く
機
会
が
あ
っ
た
。 

 

老
中
・
水
野
忠
精
が
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
と
交
渉
し
、
五
年
間
の

留
学
生
受
け
入
れ
の
承
諾
を
得
た
。
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
十
月

に
上
程
し
た
留
学
生
派
遣
の
建
白
は
、
阿
部
正
弘
か
ら
水
野
忠
精
に

引
き
継
が
れ
て
い
た
。
幕
府
は
一
行
の
取
締
役
と
し
て
杉
か
、
中
村

敬
輔
を
候
補
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
留
学
生
の
な
か
に
杉
の
縁
者

が
い
た
た
め
に
、
結
局
、
中
村
が
選
ば
れ
た
。 

 

杉
の
縁
者
と
は
、
甥
の
杉
徳
次
郎
で
あ
っ
た
。
幕
府
遣
英
留
学
使

節
団
の
名
簿
の
中
に
、 

 

開
成
所
教
授
職
並
亨
二
厄
介
甥 

同
所
英
学
世
話
心
得 

杉
徳
次

郎 

年
十
七 

  

の
文
字
が
見
え
て
い
る
。 

 

杉
徳
次
郎
は
同
年
十
月
、
英
国
の
郵
船
を
乗
り
継
ぎ
、
上
海
―
香

港
―
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
―
セ
イ
ロ
ン
な
ど
を
経
て
エ
ジ
プ
ト
の
ス
エ

ズ
に
上
陸
し
た
。
こ
こ
か
ら
大
陸
横
断
列
車
に
乗
っ
て
ア
レ
キ
サ

ン
ド
リ
ア
に
至
り
、
再
び
汽
船
に
乗
っ
て
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
た
。 

 

以
後
、
福
沢
英
之
助
・
年
二
十
、
箕
作
奎
吾
・
年
十
五
な
ど
と
と

も
に
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
予
科
に
学
ん
だ
。の
ち
大
政
奉
還
の
報
を
受
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け
て
パ
リ
に
移
り
、
た
ま
た
ま
万
国
博
覧
会
の
た
め
に
パ
リ
に
居

合
わ
せ
た
徳
川
昭
武
の
助
力
を
得
て
、
明
治
元
年
帰
国
。
た
だ
帰
国

後
は
、
明
治
政
府
に
活
躍
の
場
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

ち
な
み
に
一
行
を
引
率
し
た
取
締
役
・
中
村
敬
輔
は
、
江
戸
城
が

無
血
で
明
渡
し
と
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
名
を
「
敬
太
郎
」、
の

ち
「
正
直
」
と
改
め
た
。
名
を
改
め
る
こ
と
で
新
し
い
時
代
に
向

か
う
決
意
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

英
国
留
学
か
ら
帰
っ
て
翻
訳
し
た『
西
国
立
志
編
』『
自
由
之
理
』

は
、
明
治
の
思
想
を
か
た
ち
づ
く
っ
た
と
さ
れ
る
。 

 

福
沢
諭
吉
を
「
三
田
の
聖
人
」
と
称
す
る
の
に
対
置
し
て
、
中
村

正
直
を
「
江
戸
川
の
聖
人
」
と
い
う
。
幕
府
昌
平
黌
教
授
、
東
京
帝

国
大
学
教
授
、
元
老
院
議
官
、
女
子
高
等
師
範
学
校
を
創
始
し
て
初

代
校
長
、
貴
族
院
議
員
を
歴
任
し
、
一
八
九
一
年
没
。 

  
 
 
 
 

三 
  

元
治
元
年
八
月
の
時
点
で
、
杉
純
道
が
世
の
中
の
騒
擾
に
無
縁
、

無
関
心
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。適
々
斎
塾
で
の
知
己
や
勝
塾

の
塾
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
。適
々
斎
塾
で
の
挫

折
か
ら
十
三
年
の
間
に
、
幕
府
は
勅
許
を
得
ず
米
欧
列
強
諸
国
と
開

国
の
条
約
を
結
び
、
将
軍
後
継
者
問
題
で
揺
れ
、
安
政
の
大
獄
が
開

明
的
な
志
士
に
恐
怖
を
与
え
、
梅
田
雲
浜
、
橋
本
佐
内
、
頼
三
樹
三

郎
、
吉
田
松
陰
が
死
罪
と
な
っ
て
い
た
。 

 

加
え
て
勝
海
舟
ら
が
咸
臨
丸
で
ア
メ
リ
カ
に
向
か
う
に
際
し
て

彼
は
団
員
に
選
ば
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
が
、
そ
の
選
か
ら
漏
れ

て
い
た
。
開
成
所
教
授
方
の
任
命
は
、
い
わ
ば
そ
の
代
償
と
し
て
与

え
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
杉
に
お
い
て
は
そ
の

よ
う
に
理
解
さ
れ
た
。 

 

な
る
ほ
ど
お
の
れ
は
武
術
に
お
い
て
非
力
で
あ
る
。 

 

学
才
に
お
い
て
は
福
沢
諭
吉
、中
村
敬
輔
に
は
及
ば
な
い
か
も
知

れ
ぬ
。 

 

―
―
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
諾
々
と
蕃
書
に
向
か
う

だ
け
で
い
い
の
か
。 

 

と
い
う
焦
燥
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。 

 

開
成
所
は
そ
も
そ
も
村
上
英
俊
が
勤
務
し
た
蕃
書
調
所
を
改

組
・
発
展
さ
せ
た
機
関
で
、
元
治
の
こ
ろ
に
は
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ

リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
と
い
っ
た
欧
米
列
強
諸
国

の
言
語
教
育
の
ほ
か
、
天
文
、
地
理
、
数
学
、
物
産
、
金
属
精
煉
、

器
械
・
製
図
、
印
刷
な
ど
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
。
な
か
で
も
重

視
さ
れ
た
の
は
軍
事
科
学
に
関
す
る
教
育
と
研
究
だ
っ
た
。 

 
杉
は
村
上
と
と
も
に
日
本
語
と
オ
ラ
ン
ダ
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン

ス
語
の
対
訳
辞
書
を
編
集
し
た
と
き 

 

―
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
「
Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
」
と
い
う
も

の
が
あ
る
。 
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こ
と
を
知
っ
た
。 

 
こ
の
と
き
日
本
に
は
「
統
計
」
と
い
う
言
葉
が
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
杉
は
「
調
」
と
い
う
言
葉
を
そ
れ
に
当
て
た
。
調
べ
た
結
果

を
表
に
す
る
の
で
「
調
表
」
と
表
現
し
、
政
治
向
き
の
「
調
」
は

「
政
表
」
と
区
別
し
た
。 

 

開
成
所
で
取
り
組
ん
で
い
た
の
は
セ
バ
ス
ト
ポ
ー
ル
戦
争
と
そ

の
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
関
す
る
各
種
の
報
告
書
だ
っ
た
。
そ
れ

を
翻
訳
す
る
中
で
、杉
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
複
雑
な
政
治
状
況
を
理
解

し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
と
交
渉
す
る
に
は
宗
教
、
こ
と
に
キ
リ

ス
ト
教
の
宗
派
の
違
い
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

同
じ
キ
リ
ス
ト
教
で
は
あ
っ
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
王
室

の
多
く
は
カ
ソ
リ
ッ
ク
派
で
あ
る
。
ま
た
市
民
に
は
「
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
」と
総
称
さ
れ
る
ル
ー
テ
ル
派
、レ
モ
ン
ス
ト
ラ
ン
ト
派
、

パ
ブ
テ
ス
ト
派
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
な
ど
に
分
か
れ
て
い
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
英
国
教
会
は
カ
ソ
リ
ッ
ク
か
ら
の
分
派
だ
が
、

国
内
に
お
い
て
市
民
と
対
置
す
る
関
係
に
あ
り
、
さ
ら
に
ロ
シ

ア
・
ロ
マ
ノ
フ
王
朝
が
擁
護
す
る
ロ
シ
ア
正
教
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

カ
ソ
リ
ッ
ク
と
水
と
油
ほ
ど
の
違
い
が
あ
っ
た
。 

 

セ
バ
ス
ト
ポ
ー
ル
戦
争
は
、一
八
五
三
年
か
ら
五
六
年
ま
で
足
か

け
四
年
間
に
わ
た
っ
て
ロ
シ
ア
と
オ
ス
マ
ン
＝
ト
ル
コ
の
間
で
行

わ
れ
た
ク
リ
ミ
ア
戦
争
の
趨
勢
を
決
め
た
。
本
来
は
交
通
・
貿
易
の

要
衝
で
あ
る
バ
ル
カ
ン
半
島
の
領
有
権
を
め
ぐ
る
紛
争
だ
っ
た
。 

 

そ
こ
に
聖
地
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
の
領
有
・
管
理
と
い
う
問
題
が
絡

ん
で
き
た
。
こ
の
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
が
介
入
し
た
。

一
八
五
四
年
九
月
、
ト
ル
コ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
三
国
連
合

軍
六
万
が
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
上
陸
し
、
ロ
シ
ア
の
セ
バ
ス
ト
ポ
ー

ル
要
塞
を
包
囲
し
た
。結
果
と
し
て
ロ
シ
ア
軍
が
要
塞
を
放
棄
し
て

ト
ル
コ
が
勝
利
を
収
め
た
の
だ
が
、
両
軍
は
こ
こ
で
十
一
カ
月
に

及
ん
で
対
峙
し
、
食
糧
が
欠
乏
す
る
な
か
で
コ
レ
ラ
が
発
生
す
る

な
ど
悲
惨
な
戦
い
と
な
っ
た
。 

 

あ
る
い
は
杉
は
、
こ
の
戦
争
で
活
躍
し
た
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
を
知
り
、彼
女
が
統
計
に
基
づ
く
近
代
衛
生
学
を
提

唱
し
た
と
い
う
知
識
を
得
た
。
の
ち
に
こ
の
話
が
福
沢
諭
吉
に
伝

わ
り
、北
里
柴
三
郎
の
土
筆
岡
養
生
院
に
結
び
つ
い
た
可
能
性
が
な

い
で
も
な
い
。 

 

戦
争
は
一
八
五
六
年
の
年
初
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
プ
ロ
イ
セ
ン

が
調
停
に
立
ち
、
三
月
三
十
日
に
パ
リ
で
講
和
条
約
が
結
ば
れ
た
。

条
約
で
ロ
シ
ア
は
黒
海
に
艦
隊
を
浮
か
べ
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
、

ト
ル
コ
領
内
の
ギ
リ
シ
ア
正
教
徒
に
対
す
る
保
護
権
も
奪
わ
れ
た
。 

 
ロ
シ
ア
は
負
け
た
の
だ
。 

 
こ
の
敗
戦
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
Ⅱ
世
は

諸
制
度
の
近
代
化
に
着
手
し
た
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
科
学
を
取
り
入

れ
て
国
内
産
業
を
振
興
す
る
と
と
も
に
、農
奴
解
放
を
進
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。 
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こ
の
中
で
杉
が
注
目
し
た
の
は
、
戦
争
後
の
バ
イ
エ
ル
ン
王
国

が
採
っ
た
政
策
だ
っ
た
。 

  

バ
イ
エ
ル
ン
の
教
育
の
事
を
書
い
た
も
の
が
有
た
。
そ
れ
に
、

百
人
の
中
で
讀
み
、
書
き
の
出
來
る
者
が
何
人
、
出
來
ぬ
者
が
何
人

と
云
う
こ
と
が
書
い
て
あ
つ
た
。
其
時
に
斯
う
云
う
調
は
日
本
に

も
入
用
な
者
で
あ
ら
う
と
云
ふ
こ
と
を
深
く
感
じ
た
。
是
れ
が
余

の
ス
タ
チ
ス
チ
ッ
ク
に
考
を
起
し
た
種
子
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。 

  

若
年
の
頃
よ
り
、
折
角
人
間
に
生
ま
れ
た
上
は
、
人
の
す
る
こ
と

は
人
が
す
る
。
ど
う
か
人
の
爲
ぬ
こ
と
を
仕
て
置
き
た
い
と
云
ふ

一
念
は
何
處
や
ら
心
に
存
し
て
居
た
。是
れ
が
余
の
心
に
ス
タ
チ
ス

チ
ッ
ク
の
種
を
蒔
い
た
様
に
覺
え
る
。  

  

後
年
、
杉
は
自
叙
伝
で
こ
う
書
い
て
い
る
。 

 

プ
ロ
シ
ア
公
国
や
フ
ラ
ン
ス
帝
国
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
国
境
を
接

す
る
こ
の
小
国
は
、ま
ず
国
内
の
兵
を
養
育
し
て
周
辺
の
守
り
を
固

め
、
一
方
で
は
住
民
に
文
字
を
教
え
、
人
材
を
諸
外
国
に
派
遣
し
て

近
代
科
学
を
学
ば
せ
て
い
た
。
さ
ら
に
国
力
を
測
る
た
め
に
、
国

民
の
識
字
率
や
職
業
の
構
成
比
、
家
族
構
成
、
収
入
な
ど
を
調
査
し

て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
調
査
は
「
ス
タ
テ
ィ
ス
チ
ッ
ク
」、
の
ち
に
い
う
統
計
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。 

 

―
―
こ
の
よ
う
な
調
査
が
、
こ
の
国
に
も
必
要
に
な
る
。 

 

尊
皇
攘
夷
、
開
国
佐
幕
の
両
陣
営
が
鋭
く
対
立
し
、
相
互
に
殺
傷

を
繰
り
返
す
ば
か
り
の
〝
志
士
〞
の
行
動
は
、
杉
の
眼
に
は
あ
ま

り
に
も
危
な
げ
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
尊
王
で
あ
れ
攘
夷
で
あ
れ
、

開
国
で
あ
れ
佐
幕
で
あ
れ
、欧
米
列
強
に
抗
し
て
い
く
に
は
国
の
力

を
強
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

軍
略
家
で
あ
れ
ば
陸
兵
と
海
軍
の
拡
張
と
い
う
具
体
的
な
か
た

ち
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
経
世
家
で
あ
れ
ば
産
業
の
振
興
と
富

を
蓄
え
る
方
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
る
。教
育
家
は
学
校
の
建

設
や
有
為
な
人
材
の
西
洋
留
学
と
い
う
案
を
上
提
す
る
で
あ
ろ
う
。 

 

と
こ
ろ
が
自
分
が
考
え
る
の
は
、
調
べ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

そ
の
思
い
を
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
表
現
す
る
べ
き
か
、
杉
は

皆
目
見
当
が
付
か
な
か
っ
た
。 

 

か
く
し
て
杉
は
幕
末
風
雲
の
中
に
乗
り
出
す
こ
と
な
く
、慶
応
四

年
（
一
八
六
八
）
四
月
十
一
日
、
水
戸
に
退
去
す
る
徳
川
慶
喜
に
従

っ
て
江
戸
か
ら
離
れ
、
中
央
の
舞
台
か
ら
い
っ
た
ん
姿
を
消
す
こ

と
に
な
る
。 
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注 

〜
〜
〜
〜 

 

徳
川
家
茂 
と
く
が
わ
・
い
え
も
ち
／
１
８
４
６
〜
１
８
６
６
。
第
十
一
代

将
軍
徳
川
家
斉
の
孫
に
当
た
る
。
在
任
期
間
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
〜

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
だ
っ
た
。 

上
野
俊
之
丞 

う
え
の
・
し
ゅ
ん
の
じ
ょ
う
／
１
７
９
０
〜
１
８
５
１
。
諱

は
常
足
。
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
御
用
時
計
師
の
職
を
弟
子
に
譲
っ
た
の

ち
、
硝
石
製
法
の
技
術
的
研
究
に
着
手
し
た
。
薩
摩
藩
・
島
津
斉
彬
の
写
真

を
撮
影
し
た
六
月
一
日
は
「
写
真
記
念
日
」
と
な
っ
て
い
る
。 

杉
田
成
卿 

す
ぎ
た
・
せ
い
け
い
／
１
８
１
７
〜
１
８
５
９
。
杉
田
玄
白
の

孫
。
嘉
永
五
年
（
一
八
四
三
）
老
中
水
野
忠
邦
の
命
で
オ
ラ
ン
ダ
の
政
治
書

（
国
憲
）
を
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
に
は
オ
ラ
ン
ダ
国
王
の
親
書
を

翻
訳
し
た
。
安
政
二
年
（
一
八
五
六
）
に
蕃
書
調
所
教
授
と
な
っ
た
。 

ミ
ラ
ー
ド
・
フ
ィ
ル
モ
ア 

M
illard Fillm

ore

／
１
８
０
０
〜
１
８
７
４
。 

村
上
英
俊 

む
ら
か
み
・
ひ
で
と
し
／
１
８
１
１
〜
１
８
９
０
。下
野
国（
栃

木
県
）
に
生
ま
れ
、
信
濃
の
松
代
で
開
業
医
を
し
て
い
た
と
き
、
松
代
藩
に

取
り
立
て
ら
れ
た
。
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
江
戸
に
出
て
洋
書
の
翻
訳
を

行
い
、
そ
れ
が
幕
府
に
認
め
ら
れ
て
蕃
書
調
所
教
授
方
と
な
っ
た
。
明
治
維

新
後
は
私
塾
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
、
一
八
八
五
年
（
明
治
十
八
）
日
本
人

で
初
め
て
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
レ
ジ
ョ
ン
＝
ド
ヌ
ー
ル
勲
章
を
受
け
た
。
杉

亨
二
と
と
も
に
翻
訳
に
当
た
っ
た『
三
語
便
覧
』は
日
本
語
、フ
ラ
ン
ス
語
、

英
語
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
対
訳
辞
書
で
、
一
八
五
四
年
（
嘉
永
六
）
に
初
版
が

刊
行
さ
れ
て
い
る
。 

氷
解
塾 

嘉
永
三
年
（
一
八
六
〇
）
開
講
さ
れ
、
坂
本
龍
馬
、
杉
亮
二
が
塾

頭
を
務
め
た
。 

慶
応
の
遣
英
留
学
使
節
団
名
簿 

こ
の
と
き
の
留
学
使
節
団
の
名
簿
が
残
っ

て
い
る
。（『
中
村
敬
宇
』（
高
橋
昌
郎
、
一
九
六
六
、
吉
川
弘
文
館
）
お
よ
び
、

『
中
村
敬
宇
と
明
治
啓
蒙
思
想
』（
荻
原
隆
、
一
九
八
四
、
早
稲
田
大
学
出
版

部
）。 

福
沢
英
之
助 

ふ
く
ざ
わ
・
え
い
の
す
け
。
豊
前
中
津
藩
士
・
和
田
慎
次
郎

が
「
福
沢
諭
吉
の
弟
」
と
称
し
て
留
学
使
節
に
参
加
し
た
。 

徳
川
昭
武 

と
く
が
わ
＿
あ
き
た
け
／
１
８
５
３
〜
１
９
１
０
。
徳
川
慶
喜

の
異
母
弟
で
清
水
徳
川
家
第
六
代
当
主
、
水
戸
藩
第
十
一
代
藩
主
と
な
り
、

の
ち
水
戸
藩
知
事
と
な
っ
た
。
従
一
位
勲
一
等
。 

『
西
国
立
志
編
』 

サ
ミ
ュ
ウ
ェ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
（Sam

uel Sm
iles

／
１

８
１
２
〜
１
９
０
４
）
著
で
、「
天
は
自
ら
助
く
る
者
を
助
く
」
の
言
葉
か
ら

「
自
助
論
」
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。 

『
自
由
之
理
』 

ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
（John Stuart M

ill

／
１
８
０
６
〜
１
８
７
３
）
著 

セ
バ
ス
ト
ポ
ー
ル
戦
争 

一
八
五
三
年
か
ら
五
六
年
ま
で
足
か
け
四
年
間
に

わ
た
っ
て
ロ
シ
ア
と
オ
ス
マ
ン
＝
ト
ル
コ
の
間
で
行
わ
れ
た
ク
リ
ミ
ア
戦
争

の
趨
勢
を
決
め
た
要
塞
包
囲
戦
を
い
う
。
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム

の
領
有
管
理
を
め
ぐ
っ
て
ロ
シ
ア
と
ト
ル
コ
が
戦
端
を
開
き
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
な
ど
が
介
入
し
て
国
際
紛
争
に
発
展
し
た
。
以
後
、
バ
ル
カ
ン
半

島
は
「
世
界
の
火
薬
庫
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
国
際
紛
争
の
火
種
に
な
っ
た
。 

 
戦
い
は
ロ
シ
ア
優
勢
で
展
開
さ
れ
た
が
、
一
八
五
四
年
九
月
に
ト
ル
コ
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
三
国
連
合
軍
六
万
が
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
上
陸
し
て

ロ
シ
ア
の
セ
バ
ス
ト
ポ
ー
ル
要
塞
を
包
囲
し
た
。
結
果
と
し
て
ロ
シ
ア
軍
が

要
塞
を
放
棄
し
て
ト
ル
コ
が
逆
転
勝
利
を
収
め
た
が
、
両
軍
は
こ
こ
で
十
一

か
月
に
及
ん
で
対
峙
し
、
食
糧
が
欠
乏
す
る
な
か
で
コ
レ
ラ
が
発
生
す
る
な

ど
悲
惨
な
戦
い
と
な
っ
た
。 
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ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル 

Florence N
ightingale

／
１
８
２
０
〜
１
９
１
０
。
ク

リ
ミ
ア
戦
争
で
敵
味
方
の
区
別
な
く
治
療
に
当
た
っ
た
。
近
代
医
学
に
お
い

て
医
療
関
係
者
は
献
身
的
思
想
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と
す
る
思
想
を
形
成
し

「
看
護
婦
」
と
い
う
専
門
職
を
確
立
し
た
。
ま
た
統
計
を
用
い
て
衛
生
管
理

の
重
要
性
を
説
い
た
。
近
代
衛
生
学
の
祖
と
さ
れ
る
。 

土
筆
岡
養
生
院 
東
京
の
三
田
（
現
在
の
港
区
芝
公
園
）
に
あ
っ
た
結
核
患

者
の
療
養
施
設
。
福
沢
諭
吉
と
森
村
市
太
郎
が
北
里
柴
三
郎
に
土
地
と
資
金

を
提
供
し
た
。
日
本
に
お
け
る
細
菌
病
研
究
拠
点
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、

世
界
三
大
病
理
研
究
機
関
の
一
に
数
え
ら
れ
た
。 
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